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１．目的 
森林の災害防止機能に対する関心が高まっている一方で、その機能は科学的に解明され

ていない。また、災害に強い森林づくりを視野に、都道府県を含む行政部局から、樹木根
系の斜面補強効果の実証、定量化技術の開発が強く要請されている。 

そこで、樹木根系（鉛直根および水平根）を対象にした平面ひずみ型／単純せん断型の

土質せん断試験を新規に開発して検討する他、実斜面を対象にした人工降雨による崩壊実

験を通じた樹木根系の斜面補強効果の実証を近未来の目標に据える。さらには、数値解析

モデルを用いて樹木根系効果の可視化技術の開発を行う。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

 不均一で複雑な性質を持つことからその解明が困難な森林（樹木根系）の災害防止機能に

関して、根系が発揮する補強強度の定量化、その効果を数値化し可視化する技術開発の２つ

を軸に研究を推進した。豪雨等により斜面が崩壊に至る現象において、始めに破壊が生じる

と考えられる主働応力場やそれに伴う受動応力場を再現可能な平面歪み型の土質試験機、ま

た斜面の表層近傍の土層が下方へ拝むような変形を再現する単純せん断型の土質試験機を開

発し、土に根が含まれることにより破壊強度が増すことを明らかにした。大型の供試体（1m
四方）を対象とした原位置試験について、根量とせん断帯の厚さを変えてせん断試験を繰り

返し、根量が多いほど、また、せん断帯厚さが小さいほど破壊強度が増加することを明らか

にした。 
 樹木根系が発揮しうる斜面補強強度の一次推定手法として、樹木の胸高直径ならびに立木

からの距離を独立変数にした数値モデルを導出した。このモデルは、ヒノキを基準木として

選定し広葉樹を含めたその他の樹種はヒノキに対する係数を乗ずることにより１つ式で表現

したものである。このモデルにより２次元平面上で根系の補強強度の推定分布図が作成可能

となり、森林の斜面災害防止機能の可視化に成功した。 
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５．評価結果の概要 

樹木根系の斜面災害防止機能に関する分野において、土質力学的視点からの強度に関する

研究、数値モデルや数値解析技術を用いた効果の可視化研究の両面から推進されており、全

体として有意義な研究プロジェクトであったと評価できる。特に将来目標として見据える現

地森林斜面での豪雨による崩壊実験は他所では実施不可能な森林総研こそがその実現を可能

とする重要な課題であり、必ず遂行してもらいたい。また、平成 25 年の広島豪雨災害では、

森林が土石流の運動／拡散を抑止している現場が認められている。現地森林の詳細を明らか

にして、森林の災害防止機能研究の推進につなげてもらいたい。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

現地森林斜面における豪雨による崩壊実験の実施については、科学研究費補助金（基

盤Ａ）に応募している外、林野庁関東森林管理局の委託調査事業費を獲得して関連研

究を開始している。交付金プロジェクト終了後についても予算の獲得に努め、森林の

災害防止機能を実証する一つの柱として実験研究を推進して参りたい。 
広島豪雨災害における森林の土石流運動／拡散の抑制事例については、平成 27 年度

の早い時期に現場に入り、現地森林の諸元を明らかにして事例の集積をすることとし

たい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


